
第２回
ＦＬＥＣフォーラム
～社会的養護の健全な発展のために～

主催：全国家庭養護推進ネットワーク
助成：日本財団

すべての子どもたちに家庭での生活を（Family Life for Every Child: FLEC）と
いう思いをこめて、家庭養護とその関連分野にさまざまな立場で携わる関係者が集
い、相互のネットワークの構築・強化を図るとともに、実効性のある施策について
意見を交わすことを目的に、FLECフォーラムを開催します。家庭養護の推進に興
味・関心のある方はどなたでもご参加ください。

・社会的養育推進計画の策定状況と今後の展望
・各自治体の推進計画を踏まえた家庭養護の推進 －特にフォスタリング機関、里
親と施設の連携と協働について－
・フォスタリング機関運営のあり方 －地域の実情に合った運営を目指して－
・施設の機能強化－多機能化、高機能化への道－
・子どもの福祉を実現する未成年養子縁組の可能性と課題
・障害児入所施設の今後の展望
・家庭養護における親子関係再構築支援のあり方
・当事者によるアドボカシーシステム
・すべての子ども、すべての子育て家庭を支援するために －諸施策の連携と協働
のための仕組みづくりに向けて－

FLECフォーラムとは

主なトピック

2020年 2月23日 (日)
12:20～13:00  受付
13:00～17:40 FLECフォーラム
18:00～20:00 レセプション

日 時

会 場

参加対象 家庭養護の推進に興味・関心のある方はどなたでも

2月24日 (月・祝)
8:30～9:00 受付
9:00～14:35 FLECフォーラム

ベルサール六本木グランドコンファレンスセンター
（東京都港区六本木3-2-1住友不動産六本木グランドタワー9階）
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平成28年の児童福祉法改正において、我が国の社会的養護においても、里親委託をはじめ
とする「家庭養護」が原則とされ、さらに子どもたちのパーマネンシ－保障という観点か
ら特別養子縁組を推進する方向も明確に打ち出されました。
家庭養護を現場で実際に推進するためには、里親、ファミリーホーム、施設、児童相談所、
民間養子縁組あっせん機関、フォスタリング機関、学会、行政、メディアなどの様々な関
係者相互のネットワークを構築・強化するとともに、それぞれの現場で関係者が共通認識
の下、密接に協力して具体的な対策に取り組むことが必要となります。また、今後は、障
害児施策や子育て支援施策、母子保健施策、学校教育等の関連分野との連携と協働も、ま
すます重要性を増してきます。
関係者相互のネットワークの構築・強化を図るとともに、具体的に講ずるべき実効性のあ
る施策について、志ある方々が、それぞれの主体間の垣根や主義、主張の相違を超え、横
断的に交流、討議するため、全国家庭養護推進ネットワークにおいては、今年度もFLEC
フォーラム（第２回）を開催いたします。

現在、各都道府県において、改正後の児童福祉法や先般の「新しい社会的養育ビジョン」
（平成29年8月2日）、厚生労働省による「都道府県社会的養育推進計画の策定要領」を踏
まえ、新たな「社会的養育推進計画」の策定が進められています。
今回のフォーラムでは、全国的な計画の策定状況とともに、いくつかの地方自治体からの
計画の内容や策定の経過等についてお伺いし、それらを材料として家庭養護推進に向けた
議論を、フォスタリング機関の設置や施設の機能強化等様々な視点から進めていきたいと
考えています。
このネットワークとフォーラムが、わが国のすべての子どもたちの未来を切り拓く一助と
なることを切に願っております。

全国家庭養護推進ネットワークとは

家庭養護とその関連分野の関係者相互のネットワークの構築・強化を図るとともに、
実効性のある施策について、志ある方々が、それぞれの主体間の垣根や主義主張の
相違を超え、横断的に交流、討議するプラットフォームとして設立いたします。

共同代表
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